
「外国につながる子どもの教育」支援システム図 津市教育委員会

初期日本語教室「きずな」「移動きずな」
・初期日本語指導を行う。
・日本の文化や習慣を知る。

母語支援協力員派遣
●津市外国人児童生徒通訳等巡回担当員 ８人

→ポルトガル語３名・スペイン語２名・タガログ語３名
●母語支援協力員 令和６年度末登録者数 111人

編入学する外国人児童生徒の母語に応じて対応する。
→ポルトガル語・スペイン語・タガログ語・ビサイア
語・中国語・英語・ベトナム語・タイ語・インドネシ
ア語等

日本語教育担当者会議
・日本語教育研修を行う。
・グループ別研修を行う。

JSL公開授業研究
日本語能力判定会議の実施

・日本語能力把握スケールの活用と判定会議につ
いて、周知、及び、研修を行う。

・ＤＬＡの周知を行う。

就学前

学校へ行こう！in津市＜就学ガイダンス＞
・日本の教育制度の説明を行う。
・小学校の施設見学を行う。
・園等へ出向いて、出前就学ガイダンスを行う。

就学前日本語教室「つむぎ」
・学校でよく使う日本語の学習を行う。
・給食の配膳や掃除など、小学校で行われる教育活動
を体験する。

・保護者を対象に就学ガイダンスを行う。

不就学家庭訪問

・関係各課（市民交流課/市民課/こども家庭センター/
学校教育課）と連携及び情報共有し、家庭訪問を行う。

【根拠】
「世界人権宣言」第26条

すべての人は教育を受ける権利を有する
「子どもの権利条約」第28条

すべての子どもに教育を受ける権利を保障し、初
頭教育は義務的で無償である

「社会権規約」13条
国民・外国人の区別なく、すべての人の教育を受

ける権利を保障する

義務教育学校修了後を見据えて

学校へ行こう！in津市＜高校進学ガイダンス＞
・日本の高校を知る。
・高校の施設見学を行う。

学校へ行こう！in津市＜大学見学ツアー＞
・進路先の選択肢を広げる。
・大学の施設見学を行う。

津市内全ての小中義務教育学校において、日本語を母語としない外国につながる児童生徒が日本語の授業を理解するための支援を効果的に行う

大学との連携

三重大学連携
・事業に関するアドバイスをもらう。
・「大学見学ツアー」「きずな」「つむぎ」にお
ける学生ボランティアの参加を募る。

・「日本語指導ボランティア養成講座」における
講師を要請する。

愛知教育大学連携
・日本語教育に係る先進的な取組に学ぶとともに、
情報交換を行う。

学校
なかまづくり

JSLカリキュラムによる教科志向型日本語指導
・在籍クラスでの授業者による支援を行う。
・入り込み支援を行う。
・取り出し支援（日本語教室/国際教室など）を行う。

日本語能力判定会議
（管理職・日本語教育担当者・担任・養護教諭等）

・日本語能力判定・取り出し支援の有無についての決定を
する。

・外国につながる子ども一人一人の状況の共有する。

日本語指導ボランティア

日本語指導ボランティア養成講座
・三重大学非常勤講師を招聘し、日本語指導における
講座を行う。

・５月～７月に８回実施。
●きずなボランティア 令和６年度末登録者数 107人

アイデンティティ
の確立

居場所
づくり

進路・
学力保障


